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　 当日のひとコマ

ふるさと津和野町の
　　　発展のための学びを 新成人を代表して町民憲章を読み上げる村

上恭介さん（上）と、下森町長から記念品
を受け取り握手を交わす大井将経さん（下）

平成 31 年津和野町成人式

1
月
3
日
、
日
原
小
学
校
体
育
館

に
て
津
和
野
町
成
人
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。肌
を
刺
す
寒
さ
の
中
、

１
月
に
は
珍
し
い
青
空
の
下
で
、

晴
れ
や
か
な
表
情
を
し
た
新
成
人

の
皆
さ
ん
が
同
郷
の
友
人
た
ち
と

の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
度
20
歳
を
迎
え
る
82
名
の

う
ち
、
式
に
は
44
名
が
出
席
。
そ

の
新
成
人
た
ち
に
下
森
町
長
は
、

先
日
行
わ
れ
た
西
周
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
の
藤
野
真
挙
助
教
授
に
よ
る

講
演
か
ら
、「
社
会
に
お
い
て
正

し
い
秩
序
を
保
つ
た
め
に
は
、
単

に
常
識
と
い
う
尺
度
か
ら
相
手
に

迎
合
せ
ず
、
自
ら
の
主
張
を
明
確

に
行
い
、
議
論
を
し
っ
か
り
と
深

め
た
う
え
で
相
手
の
考
え
や
立
場

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う

い
う
道
徳
観
に
基
づ
い
た
人
間
の

育
成
が
重
要
」
を
抜
粋
し
、「
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
力
強
く
生
き
て

い
く
上
で
、
西
周
を
は
じ
め
と
す

る
故
郷
の
先
人
に
学
び
、
精
力
的

に
研
鑽
を
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
を
受
け
、
新
成
人
を

代
表
す
る
岩
田
ら
ん
さ
ん
は
「
津

和
野
の
生
ん
だ
幾
多
の
先
輩
に
恥

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
一
歩
一
歩
力
強
く

歩
ん
で
い
き
ま
す
。」
と
答
え
ま

し
た
。

そ
の
後
の
茶
話
会
で
は
、
幼
い

頃
の
映
像
鑑
賞
と
近
況
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
報
告
の
中
で
は
家

族
や
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
と
と

も
に
、
将
来
島
根
ひ
い
て
は
津
和

野
へ
の
貢
献
を
語
る
頼
も
し
い
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
31
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
の
幕
開
け
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
は
、
津
和
野
町
政
の
推
進
に
あ

た
り
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
本
年
は
、
平
成
と
い
う

時
代
が
最
後
を
迎
え
る
年
と
な
り
ま
す
。
こ

の
30
年
と
い
う
歴
史
に
お
い
て
、
私
ど
も
行

政
の
立
場
か
ら
は
、
人
口
減
少
が
も
た
ら
す

様
々
な
課
題
の
解
決
に
奔
走
し
て
き
た
こ
れ

ま
で
で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
新

し
い
時
代
に
お
い
て
も
人
口
減
少
対
策
は
引

き
続
き
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
現
在
津
和
野
町
で
暮
ら
し
て
お

ら
れ
る
皆
様
が
今
よ
り
も
よ
り
良
く
生
活
を

続
け
て
頂
く
こ
と
を
第
一
義
に
考
え
な
が

ら
、
様
々
な
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
我
が
町
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
高

津
川
を
舞
台
に
し
た
映
画
の
製
作
が
著
名
な

錦
織
良
成
監
督
に
よ
り
行
わ
れ
、
本
年
に
は

全
国
で
上
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。
清
流
高
津

川
は
国
交
省
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
の
日
本
一
に

過
去
何
度
も
輝
き
、
実
際
に
上
流
か
ら
下
流

ま
で
四
季
折
々
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
美
し

い
景
観
は
私
た
ち
流
域
住
民
の
誇
り
で
あ
り

生
命
財
産
の
保
全
に
直
結
す
る
も
の
で
あ

り
、
国
か
ら
の
財
源
の
確
保
と
と
も
に
、
一

つ
一
つ
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
年
よ
り
森
林
環

境
譲
与
税
が
始
ま
る
こ
と
は
、
本
町
は
も
と
よ

り
地
方
の
林
業
活
性
化
に
と
っ
て
追
い
風
に

な
る
も
の
と
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。
森
林
環

境
譲
与
税
と
は
、
平
成
36
年
か
ら
は
じ
ま
る

森
林
環
境
税
の
徴
収
分
を
前
倒
し
て
、
森
林

整
備
を
進
め
る
た
め
の
財
源
と
し
て
国
か
ら

全
国
の
自
治
体
に
配
分
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、そ
れ
は
林
業
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、

災
害
に
強
い
山
づ
く
り
と
い
う
防
災
・
減
災

対
策
へ
の
効
果
も
大
き
い
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
こ
の
財
源
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、
全
国
に
先
駆
け
て
制
定

し
た
津
和
野
町
美
し
い
森
林
づ
く
り
条
例
を

具
現
化
す
る
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

諸
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
町
民
の
皆
様
と
心
を
一
つ
に
し
、
力
を
合

わ
せ
、
新
町
一
体
と
な
っ
て
の
ま
ち
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
に
は
、
よ
り
一
層
の
温
か

い
ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め

関
係
者
ご
一
同
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※本紙に掲載した新年の挨拶は、先日サンネットにちはらで
放送した内容を一部編集し掲載しています。

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
美
し
い
川
や
景

観
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
長
い
歴
史
に
お

い
て
自
然
と
の
共
生
を
大
切
に
し
な
が
ら
生

活
を
し
て
き
た
私
た
ち
の
価
値
観
が
正
し

か
っ
た
こ
と
の
証
で
あ
り
、
言
い
換
え
る
な

ら
ば
、
流
域
住
民
の
素
晴
ら
し
い
人
間
性
が

高
津
川
の
清
ら
か
な
流
れ
に
象
徴
さ
れ
て
い

る
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。
映
画
の
映
像
や

ス
ト
ー
リ
ー
を
通
し
て
高
津
川
や
流
域
の
生

活
を
全
国
の
皆
様
に
知
っ
て
頂
く
良
き
機
会

と
な
り
、
そ
れ
が
こ
の
流
域
に
住
ん
で
み
た

い
と
い
う
定
住
対
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
昨
年
は
西
日
本
豪
雨
災
害
が
発

生
し
、
川
の
怖
さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
、
何
度
か
大
雨
警
戒
に
よ
る
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
避
難
勧
告
を
発
令
す
る
に

至
っ
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
甚
大

な
被
害
は
生
じ
な
か
っ
た
も
の
の
、
毎
年
の

よ
う
に
全
国
各
地
で
発
生
す
る
災
害
を
我
が

こ
と
の
ご
と
く
受
け
と
め
な
が
ら
、
本
年
以

降
も
更
な
る
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
河
川
の
改
修
や
河
床
掘
削
を
は
じ

め
と
す
る
河
川
整
備
や
治
山
事
業
、
防
災
行

政
無
線
の
活
用
に
よ
る
情
報
伝
達
手
段
の
強

化
、
避
難
所
や
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
、
役
場
庁
舎
の
耐
震
化
な
ど
、
町
民
の

新年のお慶びを申し上げます
津和野町長 下森 博之
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答辞を読み上げる岩田らんさん
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祝成人

※本ページでは、成人式に出席し写真の掲載について本人の同意が得られた方のみ掲載しています。

大垣 七海（脇本）原田 奈都（枕瀬西）

大井 将経（程彼）永嶺 美月（小瀬） 烏田 拓未（寺田上）松田 篤（枕瀬西） 佐々井 祐依（添谷）森上 彩乃（町田） 竹下 航生（三渡曽庭）

岩見 さくら（扇町）長嶺 匠（森二） 片山 憂由（扇町）堀 純菜（三渡曽庭） 齋藤 綾太（添谷）村上 莉奈子（山根町） 竹岡 優喜（喜時雨）

岩田 らん（枕瀬西）登石 祐羅（鷲原二上） 沖田 愛美（枕瀬西）藤井 駿介（木ノ口住宅） 小室 優樹（須川元郷）村上 大治（栄町） 竹内 修平（柳）

石橋 良規（三歩市）智夫 翔太（中川） 岡﨑 大輝（福谷）広田 有里絵（程彼） 桑原 雄大（長野）村上 漱真（清水町） 須山 和樹（東一）山根 円香（三渡曽庭）

飯島 のぞみ（東一）俵 聖吉（青原団地） 大庭 紀香（山根町）平原 瑞樹（三渡曽庭） 桑原 芽美（滝元上）村上 恭介（鷲原二上） 島田 美久（森一）矢橋 凌（中座二）

久保 影悟（旭町下）三浦 葵（牧ヶ野） 田村 洋人（寺田上）森元 好美（木ノ口下） 竹中 華子（東二）

新
成
人
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平成 31 年津和野町成人式
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７
ななまるにいまる

０２０を達成された皆さま
　　　　　　　　　　　　受賞おめでとうございます！

【問い合わせ】　健康福祉課（保健予防係）　☎ 72-0657

　　　　✿ ７０２０ （ななまる にいまる） 表彰とは？

　　　　✿ ７０２０受賞者が 『自分の歯』 を保つためにしていることは？

　　　　✿ 平成 30 年度の歯周疾患検診は、　平成 31 年 3 月 31 日までです！

　みなさんは、「7020」という言葉を知っていますか？全国的に取り組んでいる「80 歳で自分の歯が
20 本以上あること」を指す「8020（はちまる にいまる）」という言葉はご存じの方が多いかもしれません。
　津和野町では、平成 23 年度より歯周疾患検診 （70 歳の節目検診） を受診され、「70 歳で自分の歯が
20 本以上あった方」に、これからも自分の歯を大切にし、「8020」を達成していただきたいという思い
から「7020」表彰を実施しています。
　「7020」表彰をはじめてから、年々受賞される方が増えています。平成 29 年度は 28 名の方が達成
され、前年より 11 名多い結果となりました。公民館まつりや、個別訪問にてインタビューを行いまし
たのでご紹介します。

　津和野町では、40 歳、50 歳、60 歳、70 歳の節目年齢の方に歯周疾患検診を実施しています。
定期的に歯科検診を受ける方もあまり受ける機会が無い方も是非この機会に受診をしましょう。

【歯周疾患検診の内容】
１．検診実施期間：  平成 31 年３月 31 日（日）まで
２．実施医療機関： 【要予約】町内の歯科医院及び町外の一部
　　　　　　　　　 の歯科医院 
３．検診内容：　歯周疾患検診（口腔内診査）及び歯科指導

４．検診料：　無料
　※検診の結果、治療等が必要な場合は別途治療料金がかかります。
　　また、場合によっては検診日以降に治療開始になることもあります。
５．持参する物：　受診券及び問診票　（５月末に個別郵送しております。）
　※受診券や問診票等の問い合わせは、担当課までご連絡ください。

【質問項目】氏名 ①現在歯数 ②自分の歯を保つためにしていること ③ 7020 受賞に対するコメント

対象年齢 生年月日

40 歳 昭和 53 年 4 月１日～昭和 54 年 3 月 31 日

50 歳 昭和 43 年 4 月１日～昭和 44 年 3 月 31 日

60 歳 昭和 33 年 4 月１日～昭和 34 年 3 月 31 日

70 歳 昭和 23 年 4 月１日～昭和 24 年 3 月 31 日

豊田 美津子さん 　① 30 本
②魚は骨ごと食べ、年１回は定期的
に歯科受診している。
③これからも歯を大事にすることで
健康でいられるのかな ? 受賞嬉しい
です。

大谷 惠美子さん 　① 27 本
②調子が悪いとすぐ歯科医院へ行き、
歯の磨き方を大切にしている。
③受賞することで責任感を持ち、今
まで以上に歯を大切にしなければと
自分に言い聞かせています。

村上 松子さん 　① 23 本
②夕食後の歯磨きの際には歯間ブラ
シを使用している。３か月ごとに歯
科受診をしている。
③嬉しいです。ありがとうございま
す。

村上 厚さん　 ① 25 本
②夕食後の歯磨きの際には歯間ブラ
シを使用し、定期的に歯科受診をし
ている。
③嬉しいです。ありがとうございま
す。

齋藤 絹子さん　① 27 本
②３食後出来るだけ歯間ブラシ、歯磨き、うがいをし
ている。子どもにも歯を大切にするよう伝えている。
③思いもよらぬ受賞ありがたいです。

井元 八重子さん　① 24 本
②歯茎や歯の隙間も丁寧に磨いている。
③自分の歯でいつまでも食事ができるように大切に
していきたいです。

高田 満さん 　① 28 本
②３食後・甘いものを食べた後に歯
を磨いている。歯ブラシはヘッドの
小さいものを使用している。
③親からもらった丈夫な歯のおかげ
だと思い感謝しています。

岸田 美江子さん 　① 26 本
②朝食・夕食後の歯磨きをし、出来
る時は昼食後も磨いている。カルシ
ウム食品を毎日摂取している。
③元気に産んでくれた両親と、歯医
者さんに感謝しています。

藤井 仁志さん 　① 20 本
②毎朝しっかり磨くこと。
③嬉しいです。これからも歯の健康
を保持するよう頑張ります。

山本 壽代さん 　① 24 本
②食後に丁寧に磨いている。定期的
に歯科医院でみてもらっている。
③ありがとうございます。

児玉 幸子さん　① 26 本
②舌ブラシ、歯間ブラシ、糸ようじ等使用している。
３か月に１回は定期的に歯科医院に行っている。
③嬉しいです。ありがとうございます。

H・H さん　① 24 本
②毎食後の歯磨きの他、歯間ブラシや洗口液を使用。
③びっくりした。7020という言葉を初めて聞きました。

村上 俊文さん 　① 28 本
②定期的に歯間ブラシを使い磨く。
歯茎の手入れもしている。
③これからもしっかり歯磨きをして、
調子の悪い時は早めに受診をしたい
と思います。

小川 章さん 　① 25 本
②年齢を重ね歯の大切さが分かり、
毎日起床後、食後、就寝前の５回は
歯磨きをしている。
③ありがとうございます。8020 目指
して頑張ります。

竹内 保章さ ん 　① 23 本
②朝と寝る前に 10 分間歯磨きをし、
３か月ごとに歯科受診をしている。
③規則正しい生活と、親に感謝の一
言です。

M・T さん　① 25 本
②食後には必ず歯磨きをし、定期受診をしている。
③受賞喜んでいます。ありがとうございます。

藤村 佐千子さん  
① 28 本
②歯間ブラシの使用、歯
茎の手入れをしている。
③今の状態を維持できるよ
う努力していきたいです。

瀧山 定子さん　
① 28 本
②歯磨きと食事に気をつ
けている。
③親に感謝しています。

吉松進一さん　① 22 本
②寝る前の歯磨きを丁寧にしている。
③びっくりしました。

吉崎 里美さん 　① 29 本
②歯磨きにフロス、歯間ブラシを使
い、それだけでは不十分なため、定
期的に歯科受診している。③今後も
今の状態を維持し、8020 を目指して
いきたいです。

三家本 悟さん 　① 27 本
②朝食と夕食後は長めに３分はツル
ツルになるまで磨いている。不調時
は早めに歯科受診している。
③うれしいです。

渡邉 典雄さん 　① 21 本
②毎食後と就寝前に丁寧に歯磨き
をしている。半年に１回歯医者で
ケアをしてもらっている。
③大変うれしいです。

藤村 和志さん　 ① 24 本
②食事の後に歯磨きをするよう心が
けている。
③まさか受賞するとは思いませんで
した。保健行政に協力していきたい
と思っています。

高野 菊枝さん　① 26 本
②食事後の歯磨き。半年ごとに歯石をとっている。
③今後も自分の歯で食事ができるよう歯を大切にし
ていきたいです。

O・H さん　① 24 本
②朝晩の歯磨きに加え、歯間ブラシを使用している。
③嬉しいです。
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平成 31 年度

申
告
の
必
要
な
方
は
必
ず
期
間
内
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
町
県
民
税
等
の
申
告
を
し
な
い
と
、
児
童
手
当
、
保
育
所

の
入
所
や
公
営
住
宅
入
居
の
申
込
み
な
ど
の
各
種
申
請
に
必
要
な
所
得
証
明
等
の
発
行
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
軽
減
措
置
の
対
象
に
な
る
人
で
も
、
所
得
が
不
明
の
た
め
軽
減
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
告
に
あ
た
り
次
の
事
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税
務
署
等
で
平
成
30
年
分
の
確
定
申
告

を
さ
れ
る
人
は
、
こ
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
務
署
か
ら
申
告
案
内
が
送
ら
れ
て
き
た
方
で
、
津
和
野
町
で
申
告

を
さ
れ
る
場
合
は
、
送
ら
れ
て
き
た
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
）
等
収
入
に
関
す

る
書
類
、
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
等
所
得
控
除
に
関
す
る
書

類
、
印
鑑
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。
（
所
得
税
の
確
定
申
告
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
で
も
、
町
県
民
税

の
申
告
は
必
要
で
す
。
）

ま
た
、
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
満
期
受
取
金
等
も
一
時
所
得
と
な
り
、
申
告
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
申
告
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
の

た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
医
療
機
関
・

各
人
ご
と
に
集
計
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
な
ど
か
ら
補

て
ん
金
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
金
額
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
分
よ
り
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
控
除
を

受
け
る
に
は
一
定
の
取
組
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
健
康
診
断
の
結
果
通

知
等
）
の
添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要
で
す
。
控
除
金
額
は
、
実
際
に
支
払
っ
た
特
定
一
般

医
薬
品
等
購
入
費
の
合
計
額
か
ら
１
万
２
千
円
を
差
し
引
い
た
金
額
（
最
高
８
万
８
千

円
）
で
す
。
詳
し
く
は
益
田
税
務
署
（
☎
０
８
５
６
・
22
・
０
４
４
４
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
従
来
の
医
療
費
控
除
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
む
つ
使
用
証
明
に
つ
い
て
は
、
病
院
に
て
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
介
護
保
険
適
用
者

の
場
合
の
２
年
目
以
降
は
役
場
健
康
福
祉
課
に
て
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑤
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
が
負
担
す
る

国
民
健
康
保
険
税
（
料
）、
国
民
年
金
保
険
料
、
農
業
者
年
金
保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険

料
を
支
払
っ
た
方
（
年
金
特
徴
の
場
合
は
年
金
受
給
者
、
口
座
引
落
の
場
合
は
口
座
の
名

義
人
）
の
控
除
と
な
り
ま
す
。
支
払
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
年

金
特
徴
の
場
合
は
年
金
の
源
泉
徴
収
票
が
証
明
書
と
な
り
ま
す
。）

国
民
年
金
保
険
料
（
お
よ
び
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機

構
が
発
行
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
必
要
で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑥
生
命
保
険
料
控
除

受
取
人
が
あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
の
生

①
農
業
収
支
申
告
に
つ
い
て

収
入
支
出
明
細
簿
（
月
ご
と
の
集
計
）、
月
別
総
括
表
（
年
間
分

の
集
計
）
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
帳
簿
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
1
月
よ
り
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
が
拡
大
さ
れ
、

農
業
所
得
の
あ
る
す
べ
て
の
方
が
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載

し
た
帳
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
準
備
を

さ
れ
ず
に
申
告
に
来
ら
れ
た
場
合
に
は
、
申
告
を
受
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
30
年
中
に
新
た
に
購
入
さ
れ
た
農
具
や
支
払
代
金
が
あ
る

方
は
、
購
入
金
額
及
び
年
月
日
の
確
認
の
た
め
、
領
収
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

傭
人
費
、
も
み
す
り
料
は
依
頼
者
、
耕
作
者
共
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
家
消
費
の
み
の
場
合
、
申
告
は
不
要
で
す
が
、
田
畑
等
を
貸
し
、
小
作
料
（
金
納
、

物
納
）
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
は
不
動
産
所
得
と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。

※
肉
用
牛
の
売
却
所
得
に
つ
い
て
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
売
却
価
格
が

１
０
０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
一
定
の
要
件
の
下
、
課
税
特
例
（
免
税
）
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
勤
労
所
得
者
に
つ
い
て

大
工
、
左
官
、
土
木
作
業
、
そ
の
他
日
雇
で
一
定
の
勤
め
先
の
な
い
人
（
大
工
、
左
官

で
請
負
業
は
除
く
）
は
収
入
・
支
出
金
額
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
生
命
保
険
契
約
の
年
金
及
び
一
時
金（
満
期
金
等
）に
つ
い
て

　

生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
は
、
雑
所
得
と
な
り
申
告
が
必
要
で
す
。
町
県
民
税

賦
課
後
に
判
明
し
税
額
の
更
正
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
申
告
を

申
告
期
間

平
成
31
年
2
月
18
日
（
月
）
か
ら
3
月
15
日
（
金
）
ま
で

申
告
の
必
要
な
方
は
必
要
書
類
（
※
）
お
よ
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
）
等
収
入
に
関
す
る
書
類
や
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
等
所

得
控
除
に
関
す
る
書
類

所
得
税
確
定
申
告
書
等
の
提
出
時
に
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示

ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す

　

ご
家
族
分
の
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。
ご
自
宅
等
か
ら
e
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
送
信
す
れ
ば
、
本
人
確
認
書
類
の
提
出
は
不
要

で
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て
い
る
場
合

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
場
合

番
号
確
認
書
類
（
①
）
と
身
元
確
認
書
類
（
②
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

①
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
い
ず
れ
か
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
）

②
運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
在
留
カ
ー
ド
の
い
ず
れ
か

命
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
な
ど
の
掛
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
一

定
の
金
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
申
告
に
は
、
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
証
明

書
が
必
要
で
す
。

⑦
地
震
保
険
料
控
除

あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
が
常
時
居
住
し

て
い
る
家
屋
等
（
生
活
用
資
産
）
に
掛
け
ら
れ
る
地
震
等
を
原
因
と
し
て
保
険
金
が
支
払

わ
れ
る
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
地
震
等
損
害
部
分
の
保
険
料
を
支
払
っ
た

場
合
や
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
に
締
結
し
た
一
定
の
長
期
損
害
保
険
契
約

に
係
る
保
険
料
等
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
一
定
の
金
額
が
所
得
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す
。
申
告
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
証
明
書
が

必
要
で
す
。

⑧
配
偶
者
特
別
控
除

平
成
30
年
分
の
申
告
よ
り
配
偶
者
特
別
控
除
適
用
の
所
得
要
件
が
76
万
円
未
満
か
ら

１
２
３
万
円
以
下
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
扶
養
控
除

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
、
扶
養
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
県
民
税
の
非

課
税
限
度
額
等
の
算
定
基
準
と
な
り
ま
す
の
で
申
告
が
必
要
で
す
。

⑩
障
害
者
控
除

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
に
障
が
い
者

が
あ
る
と
き
は
、
一
定
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
障
害
者
手
帳
か
、
役
場
発
行

の
障
害
者
控
除
証
明
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

⑪
町
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

平
成
21
年
か
ら
平
成
33
年
ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方
で
、
源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
に
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
額
が
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

額
」
よ
り
大
き
い
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

税

町

県

民

国
民
健
康
保
険

の
申
告

相
談

本庁舎税務住民課
☎74-0069

津和野庁舎総合窓口
☎72-0663



申
告
が
必
要
で
す

いいえ

いいえ
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スタートから進み、申告が必要か不要か判断する目安にして下さい。

同
居
し
て
い
る
家
族
の
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶

養
控
除
対
象
者
で
す
か
？

申
告
が
必
要
で
す

申
告
が
必
要
で
す

申
告
は
不
要
で
す

申
告
は
不
要
で
す

平
成
31
年
１
月
１
日

時
点
で
居
住
し
て
い

た
市
町
村
に
照
会
し

て
く
だ
さ
い

平
成
30
年
中
に
収
入
が
あ

り
ま
し
た
か
？

（
こ
の
収
入
に
は
、
遺
族
・
障
害
年
金
、

失
業
保
険
な
ど
の
非
課
税
の
給
付
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

収
入
は
１
ヶ
所
か
ら
の
給

与
所
得
の
み
で
、
年
末
調

整
が
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

収
入
は
公
的
年
金
等
で
す
か
？

平
成
31
年
１
月
１
日
時
点
の
あ
な
た

の
年
齢
は
65
歳
以
上
で
し
た
か
？

年
金
収
入
が
年
間
98
万
円
を

超
え
て
い
ま
す
か
？

年
金
収
入
が
年
間
１
４
８
万

円
を
超
え
て
い
ま
す
か
？

営
業
・
農
業
・
不
動
産
・
一
時
・

譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
り
ま
す
か
？

年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い

給
与
が
あ
り
ま
す
か
？

スタート
平
成
31
年
１
月
１
日
時

点
で
津
和
野
町
に
居
住

し
て
い
ま
し
た
か
？

「
申
告
は
不
要
」
と
な
っ
た
方
で
も
、

医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受
け
た
い
方

は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
生
命
保
険
等
の
一
時
金
（
満
期

金
）
や
年
金
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
が
必

要
で
す
。
遺
族
・
障
害
年
金
等
は
非
課
税

で
す
が
、
津
和
野
町
の
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
ご
加
入
の
方

で
、
ど
な
た
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い

方
は
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
譲

渡
所
得
や
消
費
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方

は
、
津
和
野
町
の
申
告
会
場
で
は
お
受
け

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
益
田

税
務
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不

明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
2
月
15
日

（
金
）
ま
で
に
税
務
住
民
課
（
☎
74
・

０
０
６
９
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平成 31 年度 町県民税・国民健康保険税申告受付日程

日 曜
津和野地域

日 曜
日原地域

地区名 受付時間 会場 地区名 受付時間 会場

2/18 月
寺田上・寺田下・
促進住宅・下千原・
上千原・岩瀬戸 9:00~12:00

13:00~15:00
小
川
公
民
館

2/18 月 青原

9:00~12:00
13:00~15:00

青原公民館
2/19 火

和田・麓耕・
商人上・日浦

2/19 火
小瀬・青原団地・ 
大木・二俣・鹿谷

2/20 水
直地上・野広
（12 時まで）

9:00~12:00 2/20 水 柳・添谷

2/21 木

畑迫地区
9:00~12:00

13:00~15:00

畑
迫
公
民
館

2/21 木 三渡曽庭・脇本 9:00~12:00
13:00~15:00

池河地区コミュニ
ティセンター2/22 金 2/22 金 堤田

2/25 月 2/25 月 左鐙東・左鐙西
9:00~12:00

13:00~15:00
左鐙公民館

2/26 火

木部地区
9:00~12:00

13:00~15:00

木
部
公
民
館

2/26 火
上横道・下横道・ 

一ノ谷（12 時まで）
9:00~12:00

2/27 水 2/27 水 小直

9:00~12:00
13:00~15:00

山村開発センター
（日原公民館）

2/28 木 2/28 木 滝元上・滝元下

3/1 金

橋南地区

9:00~12:00
13:00~15:00

町
民
セ
ン
タ
ー
講
義
室

3/1 金 商人下・宿谷・程彼

3/4 月 3/4 月
相撲ヶ原上・相撲ヶ原
下・須川元郷・日浦東・

日浦西

3/5 火 3/5 火 野地・野口

3/6 水
橋南地区 
笹山地区

3/6 水
畳・新地・ 

下左鐙・木ノ口住宅

3/7 木
橋北地区 
笹山地区

3/7 木 木ノ口上・木ノ口下

3/8 金 3/8 金 枕瀬東・枕瀬西

3/11 月 3/11 月 栄町・旭町上下・扇町・
春日町・幸町・金見町
上下・山根町・清水町・

星の里 
（予定日に都合の悪

かった方）

3/12 火

全町

3/12 火

3/13 水 3/13 水

3/14 木 3/14 木

3/15 金 3/15 金
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ご迷惑をおかけします。申告相談は、税務住民課窓口 及び商工観光課総合窓口では出来ません。
税務担当職員全員が申告会場に出向きますので、役場窓口での対応に不自由をおかけしますが、皆さ

まのご理解・ご協力をお願いします。
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平
成
30
年
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
、
元
津
和
野
町
消
防
団
長
の

澄
川
照
一
さ
ん
（
森
三
）
が
瑞

宝
双
光
章
を
、
元
津
和
野
町
消

防
団
副
団
長
の
齋
藤
敏
夫
さ
ん

（
上
高
野
）
が
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
澄
川
さ
ん

は
61
年
間
、
齋
藤
さ
ん
は
37
年

間
に
渡
り
消
防
団
員
と
し
て
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
11
月
発
令

の
高
齢
者
叙
勲
に
お
い
て
、
元

日
原
町
消
防
団
分
団
長
の
桑
原

千
代
美
さ
ん
（
滝
元
上
）、
元

津
和
野
町
消
防
団
分
団
長
の
竹

内
裕
一
さ
ん
（
森
一
）
が
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

桑
原
さ
ん
は
41
年
間
、
竹
内
さ

ん
は
37
年
間
に
渡
り
消
防
団
員

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し

た
。
受
章
さ
れ
た
４
名
の
方
々

の
永
年
に
わ
た
る
消
防
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
敬
意
を

表
し
ま
す
。

総務財政課☎ 74-0028
消防功労叙勲受章

竹内裕一さん（左）

齋藤敏夫さん

桑原千代美さん（左）

澄川照一さん（左）

10
月
31
日
、
農
事
組
合
法
人

お
く
が
の
村
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

で
、
給
食
用
米
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
津
和
野
町
内
の
農

業
団
体
、
わ
く
わ
く
つ
わ
の
協

同
組
合
が
、
町
内
の
小
中
学
校

の
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
玄
米

30 

kg
袋
１
０
０
袋
を
津
和
野

町
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
子
ど

も
達
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
わ
く

わ
く
つ
わ
の
協
同
組
合
は
、
町

内
12
の
農
業
法
人
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
例
年
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

町
や
学
校
、
農
業
関
係
者
な
ど

お
よ
そ
40
人
が
参
加
し
、
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
和
野
町
は
年
々
人
口
が
減

少
し
て
お
り
、
以
前
に
比
べ
子

ど
も
達
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
高
校
卒
業
後
は
進
学
や
就

職
の
為
、
町
外
に
出
る
人
も
多

い
で
す
が
、
近
年
は
多
様
な
価

値
観
の
中
で
自
分
の
生
き
方
を

大
切
に
す
る
傾
向
に
あ
り
田
舎

に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
わ
く
わ
く
つ
わ
の
協
同

組
合
で
は
、
人
生
の
転
機
の
際

に
「
ふ
る
さ
と
の
味
」
を
思
い

出
し
て
ほ
し
い
、
子
ど
も
達
に

町
内
の
お
米
を
食
べ
て
子
ど
も

達
の
中
の
「
ふ
る
さ
と
の
味
」

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
町
内
全
て
の
農
事
組
合
法

人
か
ら
お
米
を
出
し
合
い
、
町

に
無
償
提
供
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

贈
呈
式
で
は
、
わ
く
わ
く
つ

わ
の
協
同
組
合
、
理
事
長
の
糸

賀
盛
人
さ
ん
か
ら
お
米
の
贈
呈

が
あ
り
、
お
米
を
受
け
取
っ
た

木
部
小
学
校
全
校
児
童
か
ら
、

お
礼
の
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。贈

呈
さ
れ
た
お
米
は
、
昨
年

秋
か
ら
町
内
の
小
中
学
校
の
給

食
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

農林課☎ 72-0653
わくわくつわの協同組合がお米を学校給食用として贈りました

感謝の歌を歌う木部小学校児童

商工観光課☎ 72-0652
ＳＬやまぐち号の 35 系客車ブルーリボン賞受賞

引
き
続
き
行
わ
れ
た
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
に
は
津
和
野
町
か
ら
下
森

町
長
が
出
席
し
、
関
係
者
と
と

も
に
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

受
賞
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
来
島
社
長
は
、

津
和
野
を
訪
れ
た
際
に
町
民
の

皆
様
か
ら
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
に

対
す
る
熱
い
思
い
を
届
け
ら
れ

た
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
ま
し

た
。
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
は
本
町

に
と
っ
て
も
大
切
な
観
光
資
源

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
今
後
も
町

民
の
皆
様
の
応
援
と
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
の
35
系
客

車
が
鉄
道
友
の
会
が
主
催
す
る

２
０
１
８
年
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞

を
受
賞
し
、
12
月
９
日
新
山
口

駅
１
番
ホ
ー
ム
で
受
賞
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
賞
は
、
鉄
道
有
識
者
で
組

織
さ
れ
た
鉄
道
友
の
会
が
前
年

に
投
入
さ
れ
た
新
製
、
改
良
車

両
の
中
か
ら
最
優
秀
と
認
め
ら

れ
た
車
両
に
贈
る
権
威
あ
る
賞

で
あ
り
、
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
の

35
系
客
車
は
、
Ｖ
Ｒ
技
術
を
使

っ
た
投
炭
体
験
な
ど
と
と
も
に

最
新
の
基
準
を
満
た
し
て
旧
型

客
車
の
デ
ザ
イ
ン
を
復
刻
さ
せ

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
は
、
地
元
の

園
児
に
よ
る
合
唱
で

幕
を
開
け
、
鉄
道
友

の
会
の
須
田
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、

山
口
県
知
事
、
島
根

県
副
知
事
が
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
た
後
、
表

彰
状
と
記
念
盾
が
Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
来
島
社

長
と
久
保
田
車
両
部

長
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
こ
で
認
知
症
に
限
ら
ず
介

護
す
る
方
、
介
護
さ
れ
る
方
が

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い

る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
『
介
護
短

歌
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
短
歌
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
に
関
す
る
事
業
の
中

で
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
認
知

症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
方
の
声
が
聴
き
た
い
」「
も

っ
と
地
域
の
方
へ
認
知
症
の
こ

と
や
介
護
し
て
い
る
家
族
の
思

い
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

顔
手
足
　
触
れ
て
何
度
も
　
声
を
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
せ
る
笑
顔
に
　
心
和
む

岩
本 

恵
美
子
　
さ
ん

父
送
り
　
人
の
終
わ
り
を
　
身
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
教
え
て
も
ら
い
　
感
謝
の
日
々

崇
信
　
さ
ん

会
話
も
意
識
も
な
い
け
れ
ど
、
何
回
も
声
を
か
け
る
と
時
々
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の

顔
は
元
気
な
頃
の
顔
で
、
心
が
通
じ
た
の
か
な
と
感
じ
ま
す
。

私
の
体
験
そ
の
も
の
で
す
。

地域包括支援センター☎ 72-0683
介護短歌のご紹介

式典でのテープカットの様子（写真提供：ＪＲ西日本）

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
28
年
12
月
16
日
施
行
）

こ
の
法
律
は
、
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
し
て
お
り
、
情
報
化
の
進
展
に

伴
っ
て
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
部

落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
る
と
と
も
に
、
国
や
県
、
市
町
村
の

責
務
を
明
ら
か
に
し
、
相
談
体
制
の
充
実
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
部

落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
28
年
６
月
３
日
に
施
行
）

特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を
排
斥
す
る
差
別
的
言
動
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
）

は
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
た
り
、
差
別
意
識
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ず
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
違
い
を
認
め
、
互
い
の
人
権
を
尊

重
し
合
う
社
会
を
共
に
築
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

：

税
務
住
民
課
☎
74
・
０
０
５
９

学
ぼ
う
、
人
権
の
こ
と
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津
和
野
駅
舎
改
修
工
事
と
駅

前
周
辺
整
備
工
事
の
第
１
期
工

事
と
し
て
、
駐
車
場
・
ロ
ー
タ

リ
ー
の
整
備
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

津
和
野
駅
公
衆
ト
イ
レ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
引
き
続
き
、
今

後
、
お
も
て
な
し
機
能
の
向
上

や
耐
震
化
に
配
慮
し
た
駅
舎
改

修
工
事
と
駅
前
周
辺
の
広
場
整

備
、
ロ
ー
タ
リ
ー
等
の
移
転
新

設
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
Ｓ
Ｌ
到
着
時
等
、

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
や
交
差
点
に

人
と
車
が
錯
綜
し
、
交
通
事
故

日
原
中
心
街
を
中
心
に
地
域

の
賑
わ
い
を
創
り
出
す
「
日
原

賑
わ
い
創
出
拠
点
」
の
整
備
が

進
行
中
で
す
。
拠
点
エ
リ
ア
に

は
日
原
郵
便
局
に
隣
接
す
る
敷

地
に
、
古
い
母
屋
と
蔵
を
整
備

し
た
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、
図
書

館
の
移
転
新
設
、
カ
フ
ェ
棟
、

ト
イ
レ
棟
、
さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
と
も
な
る
庭
な
ど
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
26
年
１
月
、
停
滞
感
の

否
め
な
い
日
原
中
心
街
を
何
と

か
盛
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な

発
生
の
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

整
備
後
は
、
駅
前
に
車
が
入
れ

な
い
交
流
広
場
と
Ｓ
Ｌ
が
展
示

さ
れ
た
駐
車
場
側
に
ロ
ー
タ
リ

ー
が
移
設
さ
れ
ま
す
。
工
事
期

間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

い
か
と
い
う
願
い
か
ら
官
民
の

メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
準
備
会
を

立
上
げ
、
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

平
成
31
年
夏
予
定
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
工
事

も
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

商工観光課☎ 72-0652つわの暮らし推進課☎ 74-0092 商工観光課☎ 72-0652

健康福祉課☎ 72-0651

日原賑わい創出拠点整備が進行中

～新成人の皆さんへ～　20 歳になったら国民年金

津和野駅周辺整備が始まりました木ノ口自治会が集会所整備
平成 30 年度宝くじコミュニティ助成事業

取
れ
る
【
遺
族
年
金
】
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
の
猶
予
や
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す

◇
納
付
猶
予
制
度

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方

で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
平
成
28
年
６
月
以
前
の
期
間

は
、
30
歳
未
満
で
あ
っ
た
期

間
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

年
金
の
手
続
き
は

津
和
野
庁
舎
健
康
福
祉
課
、

本
庁
舎
総
合
窓
口
ま
た
は
浜
田

年
金
事
務
所
（
☎
０
８
５
５
・

22
・
０
６
７
０
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
の
手
続
き
や
相
談
を
す

る
場
合
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の
か
、
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
・

年
金
証
書
・
年
金
振
込
通
知
書

な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生

活
を
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん

な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で

作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。ま
た
、

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
、
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず

に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

※
20
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
中

の
方
は
手
続
き
不
要
で
す
。

ま
た
、
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
中
の
配
偶
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
方
は
、
配

偶
者
の
勤
務
先
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ

た
と
き
に
受
け
取
れ
る
【
老
齢

年
金
】
の
ほ
か
、
病
気
や
事
故

で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に
受

け
取
れ
る
【
障
害
年
金
】、
加

入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の

加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る

配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け

農林課☎ 72-0653
農業委員会 意見書の提出

津
和
野
町
農
業
委
員
会
よ

り
、
平
成
30
年
度
津
和
野
町
農

地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に

係
る
意
見
書
が
町
長
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
委
員
会
法
に

基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
も
の

で
、
新
規
就
農
者
の
方
々
に
対

し
て
農
業
委
員
会
が
積
極
的
に

関
わ
る
し
く
み
づ
く
り
や
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
の
強
化
、
自
給
率
の
向

上
や
地
産
池
消
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
県
外
在
住
の
農
地
所
有
者

木
ノ
口
自
治
会
（
森
元
健
一

会
長
）
で
は
こ
の
ほ
ど
、
一
般

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
活

用
し
、
エ
ア
コ
ン
、
机
お
よ
び

椅
子
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
金
は
、
宝
く
じ
の

収
入
を
財
源
と
し
て
お
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

や
住
民
の
自
治
意
識
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

整
備
品
は
木
ノ
口
集
会
所
に

の
増
加
等
に
よ
り
不
耕
作
地
が

増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
農
業

委
員
会
で
は
農
地
利
用
の
最
適

化
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
農

地
に
関
す
る
相
談
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
農
業
委
員
・
推
進
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

設
置
し
、
集
会
所
が
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

よ
う
活
用
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。

下森町長に意見書を提出する原田
文雄会長（左）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

津
和
野
町
買
い
物
支
援
セ
ン

タ
ー（
〒
６
９
９
・
５
２
０
７

津
和
野
町
枕
瀬
２
１
８
番

地
10
）

【
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】　

☎
０
８
５
６
・
74
・
０
７
７
３

　

月 

～ 

木
曜
日
（
※
祝
日
を

除
く
）
9
時
～
16
時

わ
か
る
の
で
助
か
っ
て
い
る
。

（
利
用
者
家
族
62
歳
男
性
）

【
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
】

重
い
荷
物
を
運
ん
で
も
ら
え

る
の
で
非
常
に
助
か
る
。
自
分

で
買
い
物
に
は
行
け
る
が
、
自

分
の
買
い
物
と
合
わ
せ
て
買
い

物
の
ペ
ー
ス
を
作
れ
る
。
今
後

は
他
の
商
店
な
ど
拡
大
し
て
ほ

し
い
。（
78
歳
男
性
）

カ
タ
ロ
グ
の
内
容
を
増
や
し

て
ほ
し
い
。
次
回
の
免
許
更
新

は
し
な
い
つ
も
り
な
の
で
、
今

後
は
更
に
利
用
度
が
多
く
な
る

と
思
う
。
ま
た
、
自
分
の
家
の

位
置
が
山
の
頂
上
付
近
な
の

で
、
悪
天
候
の
時
な
ど
非
常
に

助
か
る
。（
80
歳
女
性
）

町
で
は
高
齢
者
等
見
守
り
及

び
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
株

式
会
社
津
和
野
開
発
に
業
務
委

託
し
、
11
月
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
申
込
み
を
希
望
さ
れ
る

方
に
は
、
申
込
書
の
記
入
等
の

手
続
き
に
関
し
て
担
当
者
が
訪

問
し
、
個
別
に
説
明
い
た
し
ま

す
。
申
込
書
の
提
出
か
ら
サ
ー

ビ
ス
利
用
開
始
ま
で
、
事
務
手

続
上
２
週
間
か
ら
１
ケ
月
か
か

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
】

ひ
と
り
暮
ら
し
の
母
が
心
配

で
、
10
日
に
１
度
ぐ
ら
い
の
頻

度
で
様
子
を
見
に
行
っ
て
い
た

が
、
テ
レ
ビ
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
、
母
が
朝
テ
レ
ビ
を
点
け

た
時
間
が
毎
日
メ
ー
ル
で
届
く

の
で
、
今
日
も
元
気
だ
と
わ
か

り
安
心
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

又
、
テ
レ
ビ
の
使
用
状
況
も
メ

ー
ル
で
お
知
ら
せ
が
届
く
の
で

母
の
生
活
リ
ズ
ム
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
リ
ズ
ム
が
変
わ
っ
た

ら
電
話
を
し
た
り
し
て
い
る
。

私
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
メ
ー

ル
が
届
く
様
に
設
定
し
て
い
る

の
で
、
ど
こ
に
い
て
も
状
況
が

つわの暮らし推進課☎ 74-0092
見守りと買い物支援サービス実施中です

利用者の声
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各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

■行政相談
総務財政課 ････････☎ 74-0028
■交通事故相談　島根県交通

事故相談所 ☎ 0852-22-5102
■無料人権相談
税務住民課 ････････☎ 74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課 ････････☎ 72-0657
　　　　　 ････････☎ 72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
　　　　　　　社会福祉協議会

津和野支所 ･･････☎ 72-1494
■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会

本所日原支所 ････☎ 74-1617
■パソコン教室 , キッズえい

かいわ，ヨガ教室，水彩画
教室，フラダンス

日原中央公民館 ････☎ 74-0302
■ 3Ｂ体操,，水彩画教室
津和野町民センター ☎ 72-2070
■キラキラ体操教室、元気

アップ教室、フォロー教室
　地域包括支援センター

 ☎ 72-0683
■パソコン初心者教室，食育

の集い
青原公民館 ････････☎ 75-0039
■断酒会　断酒会鹿足支部
 ☎ 090-9061-8012

※１ 地域運動推進員サロン活
動・研修会

※２ ひまわりクラブ
※３ 家庭のあり方を見つめなお

し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

国民健康保険税・第 11期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 11 期
介護保険料・・第 11 期

金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-

納期限２月 28 日

火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央 山セ 山村開発センター
町セ 津和野町民センター

福セ 津和野町福祉センター
やま 保健福祉センターやまびこ日原公民館日公 津和野温泉なごみの里

シルクウェイにちはら
なごみ
シルク

2 あなたの「働きたい」を応援します
サポートステーションは 15 歳から 39 歳までの働くこと
に不安や悩みを抱える若者の総合相談窓口です。出張セミ
ナーでは、ビジネスマナーや自己分析などを行います。
・出張相談会
　２月 22 日（金）　11 時～ 13 時
　ハローワーク益田１階相談室

■問い合わせ
しまね西部若者サポートステーション
　　　　　　　　☎ 0855-22-6830

19

12

54

11

18

262524

17

10
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◎乳がん検診
（発熱外来診療所 /9:00~15:00）

◎畑迫 HBG 体操クラブ※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）
◎キッズえいかいわ
（日原小 /15:30~16:30）

◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎乳がん検診・子宮頸がん検診
（発熱外来診療所 /9:00~15:00）

◎第 116 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎第 43 回日原ロードレース大会
（日原体育館前 10 時スタート）

◎石見神楽公演（上吉田保存会）
（なごみ /11:00~,14:00~）

◎しまね家庭の日※ 3

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（まちせ /10:30~11:30）
（小川公民館 /13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会
（津和野図書館 /14:00~15:00）

◎ハングル教室
（日原公 /19:30~21:00）

◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎ “ 自分 ” と “ 社会 ” を考える
レッスン

（津和野高校 /9:30~11:00）
（まちせ /13:30~15:00）

◎育児・栄養相談
（日原保育園 /10:00~11:30）

◎小川はつらつクラブ※ 1

（小川公民館 /14:00~15:30）

◎西周生誕記念講演会
（森鷗外記念館 /14:00~15:30）

◎石見神楽公演（木ノ口神楽社中）
（なごみ /11:00~,14:00~）

　　　◎名賀のぞみクラブ※１

　　 （名賀地域ｾﾝﾀｰ/10:00~11:30）
◎パソコン教室（日原公 /10:00~12:00）
◎つわのオレンジカフェほっと
（社協津和野支所 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（池河公民館 /10:30~11:30）
（須川公民館 /13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会
（津和野図書館 /14:00~15:00）

◎ハングル教室（日原公 /19:30~21:00）

◎第 10 回あいこい交流文化祭
（日原小学校体育館/9:30~15:30）

◎なかよし体操中座※ 1

（中座会館 /10:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（やまび /13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎若者なんでも相談会
（やまび /10:30~12:00）
（まちせ /13:30~15:00）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

【当番医】 小笠原医院

【当番医】松浦内科胃腸科

【当番医】つわぶき医院

【当番医】 栗栖医院

【当番医】 和﨑医院

23222120

27 28

16151413

6 7 8 9

21

◎行政相談
　心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎交通事故相談（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎だいだい湯（露天風呂にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎かけ橋の会
（やまび /14:00~16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎乳がん検診・子宮頸がん検診
（津和野町民体育館 /9:00~15:00）

◎竹細工教室
 （滝元多目的集会所 /9:00~）

◎乳がん検診
（津和野町民体育館/9:00~15:00）

◎行政相談
　明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎無料法律相談
（やまび /13:00~16:00）

◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎乳がん検診
（発熱外来診療所 /9:00~15;00）

◎水彩画教室
（日原公 /9:30~11:30）

◎幼児健診
（障害者福祉センター / 午後）

◎つわのオレンジカフェほっと
（やまび /13:00~15:00）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

　　   ◎交通事故相談（浜田合同庁
　　舎 /9:00~12:00,13:00~16:00）

◎陶芸教室
（やませ /9:00~12:00,19:00~21:00）

◎フォロー教室※１

（池河公民館 /10:00~11:30）
◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎桑の葉湯（露天風呂にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎遺言・後見相談
（ふくせ /13:00~16:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎断酒会
（まちせ /19:00~21:00）

◎どんと来い、認知症！みんな
で学ぼう会

（青原公民館 /10:00~11:30）

◎キラキラ体操教室
（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:30~11:30）
（木部公民館 /13:30~14:30）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎乳児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎だいだい湯（露天風呂にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎うたごえ喫茶
（青原公民館 /13:30~15:00）

◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎交通事故相談（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎ワーク WORK 相談
（障害者福祉センター /10:00~16:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /14:30~16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎元気会※１

（やまび /10:00~11:30）
◎行政相談・人権相談
　心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さくら会※１

（須川公民館 /13:30~15:00）
◎史談会
（まちせ /13:30~）

◎食育の集い
（青原公民館 /9:30~14:00）

◎ぴょんぴょん教室
(障害者福祉ｾﾝﾀｰ/10:00~11:30)

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

　　  ◎交通事故巡回相談（要予約）
　   （益田市役所 /9:00~15:00）

◎水彩画教室
（日原公 /9:30~11:30）

◎リハビリ恋・来い・鯉クラブ※ 1

（まちせ /10:00~11:30）
◎育児・栄養相談

( まちせ /10:00~11:30)
◎異文化学習会
（青原公民館 /13:30~15:00）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎津和野図書館休館日

建国記念の日

　　　 物販配置換え・温泉濾過器メンテナンスのため全館休業 　　　 物販配置換え・温泉濾過器メンテナンスのため全館休業
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